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第1回研究会 講師紹介

　建設業を志望する学生が来ない！　将来への危機感から始まった

　3年前の会社説明会。タッセイを知っている学生はおらず、集まったのも10名ほど。しかも、卸売業や建設業といったものに興味がある学生とは
出会えなかった。そこで、代表取締役副社長の田中氏が採用担当に名乗りを上げて、採用を一新した。独特の感覚で次々と新しい選考方法を考え、
学生に注目されるようになった。その根底にあるのは「大家族的な会社なので、入社して喜んでいる」(入社2年目の女性社員)。創業時からのDNA「人
を大切にし、人のために生きる」という社風が生きている。

［論点の整理］

１.　 「えこひいき選考」「トランプ選考」建設業の魅力が分かる現場見学をする「1dayインターン」など企画性のある採用方法を即実践している。
2.　 内装工事の職人を新入社員から育てる特殊部隊“TAT”を編成するなど、建築大好き人間を育成。社員が成長したいと思う気持ちをしっかり

汲んだ仕組みを作っている。
3.　 学生の気持ちを汲んだ５Daysインターンで、学生のタッセイファンを創り出している。

　建設資材の商社タッセイは、建設業界における若者離れに危機を感じたところから、採用の方法を根本から転換した。今年取り組んだのが、建設
業の魅力が分かる夏の５Daysインターン。建築現場に学生を連れ出したり、実際に作業をやってみたり、設計をしてみたり。学生の味方になって、
就活を応援しながら、企業と建設業について発信すると、学生に響いた。副社長の人間力も大きな魅力になっている。

代表取締役副社長

田中 陽介氏

株式会社タッセイ

ＬＯＶＥ ＹＯＵ． ＬＯＶＥ ＭＥ.　惚れて、惚れられたい。

講師編
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｜第1回研究会｜［講師］株式会社タッセイ　代表取締役副社長　田中 陽介氏
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第2回研究会 講師紹介

インターンシップはマッチングの場　形式から脱する必要がある

　採用活動において、インターンシップは主役の座に躍り出た感がある。経団連は「１日でもインターンシップ」、というルールを決めたが、現実には
形式より、実際に学生と企業の手の内を見せ合うマッチングの役割を果たす場として活用され始めたようだ。学生は｢行った｣、企業は「実施した」と
いう形式的なインターンシップから脱した松浦機械製作所の事例は、きわめて重要な示唆をくれる。

［論点の整理］

１.　 インターンシップを軸に採用戦略を組み立てて、対話を中心に学生の希望を引き出していく。
2.　 勉強の機会としてのインターンシップ。展示会への参加体験や、採用試験の対応の方法など、学生に経験してもらおうという気持ちが受け

入れられる。
3.　 福井そのものを愛してもらおう。企業としてサウルコス福井を応援することで、一緒に福井を創ろうというメッセージが込められている。

　サッカーを応援しに行こう、という呼びかけに応える若者たち。気が付くと一緒に福井を応援している。企業の「郷土愛」という風土も感じている。
一緒に熱くなれる目標を共有することは、「福井の企業」という負のハードルを下げている。
　採用担当者が片手間で人事採用活動をするのではなく、真剣に学生と向かい合って、学生を教育する。それが、ひいては福井を良くするという信
念が見える。

管理本部 主事

上村　誠氏

株式会社松浦機械製作所

インターンシップで世界最先端の仕事を体験
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｜第2回研究会｜［講師］株式会社松浦機械製作所　管理本部 主事　上村　誠氏
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第3回研究会 講師紹介

　学生にとっての貴方の会社の魅力を、熱く語れますか？

　企業が求める学生と、学生が求める企業をなかなかうまくマッチングできていないのが現状。特に、ブランドが知られていない福井の企業にとって
は、就活を始めた大学３年生が付け焼き刃で情報を集めただけで、企業が求める学生像を理解できるのだろうか。企業が伝えたい情報は本当に届い
ているのだろうか。大学生の就職活動の支援を直接行っている担当部署から見た、双方の課題を提供してもらった。

［論点の整理］

１.　学生にとって重要なのは、その会社に入ったら、自分はどう働かせてもらえるのか。自分が成長できることへの期待度はどの程度なのか。
2.　企業も、学生を待つという従来の姿勢の採用活動を見直すべきだ。企業の魅力が学生に届いていない。
3.　 あれもこれもいい、という情報の垂れ流しよりは、学生との出会いの早期化や、職場の本当の雰囲気を伝えるなどの工夫が必要。採用力パ

ワーアップ。

　結論から言えば、採用と育成が一体化できる戦略を立てた企業に学生が集まるのではないか。採用してから会社に入るまで、会社に入ってから２、３
年の間に成長を実感させていくような、ハイブリッド化した採用計画が求められる。
　学生同士の情報共有は、ＳＮＳの活用でどんどん進む。企業は、採用力をパワーアップしないと人材獲得の企業間競争が厳しくなる中で、ますます
学生の採用が難しくなる。福井大学ではキャリア支援のスタッフと学生のつながりが良い。大学をうまく活用してほしい。

学務部 キャリア支援室長

大橋 祐之氏

福井大学

学生が求める働き方と企業が求める学生 そのGAP
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｜第3回研究会｜［講師］福井大学　学務部 キャリア支援室長　大橋 祐之氏
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｜第3回研究会｜［講師］福井大学　学務部 キャリア支援室長　大橋 祐之氏
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｜第3回研究会｜［講師］福井大学　学務部 キャリア支援室長　大橋 祐之氏
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第4回研究会 講師紹介

　オープンイノベーションで福井の技術発信力を活かす

　「ふくいの仕事、産業、企業の魅力を学生に伝える」をテーマにしたプレゼンテーション。特に、行政としての支援体制について企業側に知ってい
ただき、企業が取り組んでいく将来の技術などについて講義してもらった。福井県から宇宙に、繊維の技術を応用した炭素繊維で未来の航空機を、
といった切り口で、学生や若者をひきつける福井をアピールしたい。

［論点の整理］

１.　地域でのネットワークを活かし、イノベーションに取り組む仕組みとして発足したふくいオープンイノベーション推進機構。
2.　日本を代表する研究機関と、航空、宇宙、ライフサイエンス、ロボットの分野で連携。国立研究開発法人 産業技術総合研究所（産総研）、国

立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）が協力。
3.　進化した金属加工技術の産業の応用を産学官金連携で進める。

　企業や大学、公設試験研究機関、金融機関などいわゆる産学官金が一体となった福井発のイノベーションを推進する。福井という地域のものづく
りの伝統や風土は、ほかの地域にはない集積である。研究開発から販路開拓までを一貫して進めることができるのが特徴である。
　県民衛星の取組もその代表例。衛星からのデータを、防災、森林の管理、公共工事の見える化などに活用し、農業のデータ化にまで進めることが
できる。すでにワーキンググループ活動により、小型人工衛星の製造技術が集積されつつあり、その成果に期待が高まる。
　また、ライフサイエンス分野では福井しあわせ健康産業協議会も設立した。医療機器関連や介助、介護の領域まで、知恵と技術とビジネス機会を
持ち寄り検討していく。

福井県工業技術センター　所長

強力 真一氏

ふくいオープンイノベーション推進機構ディレクター

福井企業の魅力は世界に発信するイノベーション力
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第4回研究会 講師紹介

　働き方改革は福井の企業をさらに魅力的にする

　福井の有効求人倍率は常に高い。2017年9月の全国の有効求人倍率が1.52倍に対し、福井は1.98倍と全国第2位となった。2017年の5月から
8月までの4ヶ月間は、全国1位だった。
　しかし、県内企業の多くが人手不足を経営課題に挙げており、簡単に解決できそうにもない。
　では、企業はどうすればよいのか、それは「働き方改革」である。働き方改革は今や、国を挙げての取組が求められている。福井県は、幸福度日本
一ではあるが、大きな課題としての人口減少や、若者の福井離れ、人手不足、といった傾向が続く。今までのような長時間労働を前提とするような働
き方を見直して、福井県民（男も女も）にとって、安心して、健康で、やりがいを感じながら、できるだけ長く働けて、仕事も生活も両立できるような「働
きやすさ日本一」の福井を目指そう。

［論点の整理］

1.　福井県内は、人口減少、若者の県外流出、人手不足と言った課題から、企業においては優秀な人材確保が困難になっている。
2.　長時間労働や過重労働の是正など「働き方改革」が重要である。
3.　「働き方改革」は、「労働生産性の向上」との両立がなければ前に進まない。

　講師の早木氏は、厚生労働省出身だが、タイでILO（国際労働機関）のアジア太平洋事務所やベトナム労働省での勤務など、海外経験も豊富。福
井の企業が生き残るためには、「働き方改革」に取り組み、「労働生産性」を高め、そして「魅力ある企業」へ向けて取り組んで行くことを提案する。

局長

早木 武夫氏

福井労働局

「働き方改革」と「労働生産性」、
そして｢魅力ある企業」へ向けて

講師編
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第4回研究会 講師紹介

　「福井はスゴイ」福井県には実は特長がいっぱいありますよね

　福井型「新採用学」研究の研究活動の一方の目的であった、「ふくいの仕事、産業、企業の魅力を学生に伝える」を発展させたプレゼンテーション
だった。東京一極集中に対して、地方を創生したい、という時流を見直すきっかけとして、福井には十分な魅力と、学生や若者をひきつける潜在力が
みなぎっているという主張。

［論点の整理］

１.　日本が世界レベルでの競争に勝つためにはまず、日本代表の東京が世界一の都市にならなくてはいけない。
2.　福井は人材やイノベーションを世界に発信するシリコンバレー的な拠点になれ。
3.　福井の魅力を最大限生かし、２０５０年には人口２５０万人の、日本をリードする地域をめざす。

　福井県には魅力的な企業や産業や文化がある。暮らしやすい風土、女性が力を発揮できる社会の理解がある。その総合力を評価した結果が、「幸
福度ランキング全国１位」である。子どもたちの学力においても体力においても全国トップのレベルを示している。
　福井の企業には、中小企業であっても、その技術は世界レベルで高く評価されており、地方発のグローバル企業として活躍しているところが多い。
｢匠の技術｣や、研究開発力で他の追随を許さないイノベーティブな技術や、ビジネスモデルを発信している企業も多い。
　福井の力を集結して、福井県による日本創生が可能と考える。そのためには、企業と大学が、徹底的な人材の育成とタレントプールに注力する、
起業する若者を支援する、働く女性たちの幸せを支援をする、という三つのポイントを挙げたい。

上席研究員

杉本 浩二氏

公益財団法人ハイライフ研究所

福井を中心に日本創生を考える
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